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 令和 6年 12月 3日（火）に第 6回 『秋保小学校・馬場小

学校 統合準備委員会』を秋保市民センターで開催しました。 

 今回は、移転新築される秋保小新校舎の実施設計の内容

や、跡施設利活用検討分科会の実施状況について報告する

とともに、統合後の学校名について確認いたしました。 

 

 

 

秋保小の新校舎については、第 4回統合準備委員会で確認した教室の配置などの基本設計を基に、

令和 7年からの着工に向けた校舎の実施設計の作業を進めているところです。 

新校舎には「秋保らしさ」として、「秋保の田植踊」の扇子をイメージしたデザインを外観や廊下に取り入

れるほか、秋保石や宮城県産木材を内装に使用し、地域に対する子どもたちの理解と愛着が深まるよう

な設計となっています。また、冬の寒さを踏まえ、校舎への出入りの際、外気が直接校舎内へ吹き込まな

いように昇降口に風除室を設けるなどの変更を加えています。 

 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 秋保小・馬場小 統合準備委員会 

ニュース 令和 7 年 1 月 28 日 

仙台市教育局学校規模適正化推進室 

第６号 

第６回統合準備委員会を開催しました 

 秋保小新校舎について 

1 階平面図 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階平面図 

３階平面図 
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【基本設計からの主な変更点】 

①  対象児童が増加したことにより、特別支援学級を 2教室に増設。  ② 特別支援学級の増設に

伴い、2階の間取りを変更し、校長室を職員室の隣へ配置。  ③ 昇降口に風除室を追加。 

 

【主な質疑応答】 

問 1：外壁や図書室の内装等に地元の木材を使うほか、秋保石を使って秋保らしい校舎にしてほしい。 

答 1：宮城県産の木材をなるべく多く使い、温もりのある校舎にするほか、メモリアルスペースに設置する

展示棚等に秋保石を使用し、秋保らしさを表現していきます。 

問 2：秋保中の校庭にある給排水桝の段差をなくすほか、テニスコート付近の水はけが悪いため、改善し

てほしい。また、小学生の登下校の動線を新たに確保してもらいたい。 

答 2：新校舎建設に伴い、テニスコート等を含め校庭の再整備を行う予定です。また、小学生が安全に登

下校するためにふさわしいルートについても、学校と協議してまいります。 

問 3：夏の暑さについて、どのような対策がされているか教えてほしい。 

答 3：エアコンを設置し暑さ対策をしていく予定です。また、屋上プールは、プールサイドに休憩用の日除

けを追加で設置するほか、プールサイドが熱くならないような仕様にしております。 

問 4：新校舎の内容について、まだ知らない保護者が多いため、説明会などを開いてほしい。 

答 4：学校とも日程調整し、秋保小・馬場小のそれぞれで説明会を開催します。 

 

 

 

新校舎の建設については、国への交付金申請など対外的な手続きが令和７年度から始まるため、統合

後の学校名について検討・確認が行われました。 

今回の統合では、秋保小校舎を秋保中の敷地に移転新築し、あきう幼稚園や秋保中学校との連携を

強化し、地域全体のより望ましい教育環境の充実を目指していることや、この秋保の地に住む子どもたち

の地域への愛着と誇りが深まるよう思いを込めて、統合後の学校名は「秋保小学校」とすることになりま

した。 

検討経過では、両学区の皆様が学校や地域に寄せる思いや、両校の歴史や伝統を引き継いでいくこ

とを委員全員で確認しました。また、幼小中連携の取組みや、幼稚園・各学校間の教育のあり方を考える

学校運営協議会についても引き続き検討していきます。 

 統合後の学校名について 

４階平面図 
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10 月に秋保小と馬場小に分かれて、それぞれ開催した第 1回跡施設利活用分科会の内容について、 

報告を行いました。分科会では少人数のグループに分かれて、秋保の資源を活かした利活用のアイデア

を自由に出し合いました。 

 

 
 

【体験拠点】 自然体験、農業体験、料理教室、宿泊施設、民俗芸能    

【遊 び 場】 地元の木材を使った工作体験、子どもの屋内遊び場 

【交流拠点】 スポーツ施設、音楽施設、地域の憩いの場 

【販売拠点】 産直市場、地元食材を使ったレストラン・カフェ、コンビニ 

 
 

また、より具体的な利活用の検討を進めていくため、本市の 『まちづくり支援専門家派遣制度』 を活

用し、次回の分科会より、まちづくり専門家の派遣を受けることが決定いたしました。まちづくり専門家は

「まちづくり」        や       「地域の活性化」       に関する知識や経験を有し、市民の自主的な協議・検討に対して助言

やまちづくりに関する情報提供などを行います。 

今後はこの制度を活用し、専門家のアドバイスを頂きながら利活用の検討を進めてまいります。 
 

 

 

 

 

 

今後の予定については、利活用検討分科会の進捗を踏まえ、改めてお知らせします。 

 

 

今後の予定について 

 
仙台市教育局 学校規模適正化推進室 

 

住所：仙台市青葉区上杉一丁目 5-12 仙台市役所上杉分庁舎 11階 

TEL：022（214）8432    FAX：022（264）4428  Mail：kyo019031@city.sendai.jp 

 跡施設利活用検討分科会について 

当日出た主なアイデア 

Aidea  

 

【秋保小利活用分科会の様子】 【馬場小利活用分科会の様子】 


